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多摩市議会各会派からのメッセージ
会派とは、共通の理念を持ち、政策立案を行う議員の集まりです。

　だれもが平和を願い、安定した生活
を望んでいます。しかしながら不安
定な国際情勢や急激な物価高騰によ
り庶民である私たちの生活にも大き
な影響が出ています。改革が必要な
今こそ、耳当たりのいい目先だけの政
策ではなく、将来負担や地方財政の影
響についてもしっかりと道筋をつけ
た政策が必要です。

　国や都・他自治体との連携が強い
ネットワーク政党公明党としての力
を発揮して「誰もが安心して暮らせる
社会」・「子ども若者が希望に満ち溢
れる社会」をめざし、平和の党・福祉
の党とし立党精神である「大衆ととも
に」を胸に刻み、現場第一主義で皆様
の声をかたちにしてまいります。
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　いまどこでも話題の物価高…。
　市民のくらしを守るには、まず国が
すすめる大軍拡と大企業への大盤振
る舞いをやめさせ、消費税減税など政
治をくらし最優先に切り替えること。
そんななか市民にいちばん身近なと
ころで、くらしを守る役割を果たすの
が多摩市。

　党市議団は市とも力を合わせその
役割を全力で果たします。 「公共交
通・地域医療を守れ」、「重すぎる医
療・介護の負担を減らして」、「統一協
会施設を許すな」……この声を受け止
め、これからも直球勝負です！
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　世界や日本国内の情勢も不確実性
が高まる中、物価高騰などで財政状況
も厳しくなってきました。
　今年度当初予算も要望時と編成時
の数字に80億円の乖
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があり、さら
なる住民サービスの向上には効率化
が必要です。
　議員の最大の仕事は市民の皆さん

が納税した税金が適切に使われてい
るかチェックすることです。また、政
策提案では財源を明らかにし、実現可
能かを見極めることが重要です。現
状をいかに良くできるかを考え、我々
会派は地道に仕事をしていきます。
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　人権と環境を柱にしています。子
どもの皆さん、何か困った、気になっ
たとき私たちを頼って下さい。
　女性支援新法も施行して１年が経
ちました。困難なことは自分のせい
と決して思わないで下さい。一緒に

考えましょう。
　再オープンしたグリーンライブセ
ンターが環境の拠点となり、市民に愛
されるよう、注視し力を注ぎます。
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